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大河津分水へのみち 
―「土木」と地域の思想・文化― 

                    
                   五百川 清    

（信濃川大河津資料館長） 
 

 

１．越後平野の「改造」と大河津分水 

 ▽大河津分水の歴史的意義－越後平野「近代化」の結実と開花 

▽越後平野の洪水被害－その特徴と問題点 

 

 

 

２．越後平野の「水の思想」－「治水論」の系譜 

 

 

 

 

 

３．近代土木技術との出会い－技術者の系譜 

 

 

 

 

 

４．大河津分水の「志」－「土木」と「地域」 

 

 



１． 越後平野の「改造」と大河津分水 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇明治 29 年（1896）－越後平野の大水害「横田切れ」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 越後平野の「水の思想」－「治水論」の系譜 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 映像・図版－信濃川大河津資料館提供 

大河津分水 

位置図 

大河津分水空撮 

水害実況十一 

西蒲原郡横田村小川植蔵家族ノ惨状 
水害視察其十草稿 

南蒲原郡中条村大字大沼新田羅災者之現状 

小泉蒼軒 

（1797-1873） 

鷲尾政直 

（1841-1912） 

田沢実入 

（1852-1928） 

高橋竹之介 

（1842-1909） 



３．近代土木技術との出会い－技術者の系譜 
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明治時代 大正時代 昭和時代

明治15年（1882）～18年（1885）頃、内務省の新潟
出張所長として信濃川の治水計画を立案。

古市　公威

明治18年（1885）～22年（1889）､新潟に在勤
して信濃川治水にあたり、のちに大河津分水
の実現に多大な貢献をする。

明治24年（1891）～44年（1911）までの20年にわたり､新潟土木出張所長
（改称前は第3区土木監督署長）として勤務｡

沖野　忠雄
小柴保人の後を引き継ぎ、明治44年（1911）から大
正13年（1924）まで新潟土木出張所長として勤務。

明治35（1902）～42年（1909）頃､再開が決
定された大河津分水の計画変更にあたる。

明治40年（1907）～44年（1911）頃、工営所主任
として難関の山間部掘削工事を成功に導く｡

明治40年（1907）～大正7年（1918）まで、スチー
ムナビーをはじめとする大型土工機械の設置な
ど、工場主任として掘削工事の監督に従事。

明治42年（1909）から昭和2年（1927）の長きにわた
り､大河津分水工事に終始従事した内務技師｡

小柴　保人

三池　貞一

有泉　栄一

新開　寿之助

高坂　浅吉

原田　貞介

渡辺　六郎

岡部　三郎

青山　士

宮本　武之輔

昭和2年（1927）、補修工事の開始に
ともない､新潟土木出張所長として赴
任｡現場責任者の宮本武之輔と協力
して補修工事を完成｡昭和9年
（1934）内務技監に就任｡

大正5年（1916）～10年（1921）、工区事務
所や工場で工事に従事するかたわら、日
本初のベアトラップ式自在堰を設計。

分水工事再開が決定された明治40年（1907）以降、工事を現場で指
揮した功労者の1人。洗堰･閘門･自在堰の工事も統括｡大正13年
（1924）、新潟土木出張所長に就任。昭和2年（1927）退官。

自在堰が陥没した昭和2年（1927）、
コンクリート構造物に関する高い技術
力を買われ､内務省土木局から補修
工事の現場責任者として赴任｡可動
堰などの設計･施工にあたる｡昭和6
年（1931）まで工事を陣頭指揮する。



４．大河津分水の「志」－「土木」と「地域」 
 
 

桜の碑 
大正 13 年（1924） 

句仏上人句碑 
昭和 3 年（1928） 

信濃川補修工事竣工記念碑 
昭和 6 年（1931） 

信濃川補修工事従業員一同碑 
昭和 6 年（1931） 
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「万象ニ天意ヲ覚ル者ハ幸ナリ」 
「人類ノ為メ国ノ為メ」 

「本工事竣成のため四星霜の久しきに亘
りて吾等と吾等の僚友が払いし労苦と
犠牲とを永遠に記念せんがために」 


